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 皆さん、おはようございます。 

 それでは、議長から許可を得ましたので、一般質問を行います。 

 質問に入る前に、昨年９月８日に執行されました市議会議員一般選挙におきまして、有

権者の皆様から御支持を賜り、三たび議会の場へと押し上げていただきました。質問の機

会を得ず、市民の皆様には大変おそくなりましたが、この場をお借りし、心より感謝を申

し上げます。これからの４年間を１期目、２期目より、１期目を目指したあの思いを忘れ

ることなく、私を取り巻く環境に、そして「有田市行政の惰性に流されず、懸命に努め

よ！」という市民の皆様との約束であり、その心を決して裏切ることのないよう持てる力

をもって、是々非々で努めてまいります。 

 いつも申し上げることではありますが、質問中、ぶしつけな発言等あろうかと存じます

が、有田市の「これから」を真剣に考えてのことであり、市民の負託をいただいた議員と

しての覚悟のあらわれであると御承知ください。 

 どうぞ、当局の皆様におかれましては、御理解賜りますようお願いをいたします。  

 さて、議会開会に当たり、おのおのの議員は普段から「行政のなぜ」をみずからの考え

をもとに調査、研究のため、足を運んで検証し、議場にて市政運営をただしているわけで

あります。 

 そのためには日ごろの「気づき」に対するアンテナを高くする努力をしなければなりま

せんが、残念ながら、己一人の感性だけではその感度は低く、よって市民の皆様との対話

をもって、感度を上げる努力をせねばなりません。 

 これらを行うには余りにも一日の時間では足りないと痛感しているわけでありますが、

市政運営に従事されている当局は、そのような思いで日々過ごしているのかどうか甚だ疑

問であり、二元代表制の本質を理解できないがゆえの、意思の疎通が図れないのか、図ろ

うとしないのか、私の質問が悪いのか、当局にその聞く耳がないのか、当局の感性が高す

ぎるのか、私が低すぎるのか、残念ながら市民の思いは通用しません。 

 いつもながら、議会における当局の姿勢に注視をしておりますが、その姿勢からは市民

に対するさまざまな思いを感じ取ることができます。 

 本気で市政発展、市民のために懸命に仕事をされている職員、時に懸命に睡魔と戦って

いる職員、聞いているのか、聞いていないのか、まるで人ごとのように只々まぶたを閉じ、

お座りになっているだけの職員と、実に市民の代表者の集まりである議会に対して取り組

む姿勢は、るる述べたように異なるわけであります。なんでしたら、氏名を申し上げても

よいのですが、皆さん、それなりに立場ある立派な大人ですので、今回は控えることとい

たします。ただ、まことに申しわけないのですが、後述した職員はこの市役所には必要あ

りません。今すぐおやめになられたほうが有田市のためであるということを申し添えてお

きます。 



 

 さて、この場におられる市長初め、特別職、幹部職員の方々、皆さんは議員の質問、提

言等に対し、どれだけ真剣に受けとめ、予算編成、また行政全般にわたり修正を行い、最

善の結果につなげているのか、毎回疑問に感じていることは述べたとおりであります。  

 このまちをすばらしいまちにするか否かは、予算編成権並びに執行権を持つ市長初め、

執行部であるあなた方ということを深く心に刻んでいただきたい。 

 また、以前も申し上げましたが、あえて申し上げておきます。 

 我々議員は、市民の皆様から議席を預かるものとして、公選という責任の重さ、そこに

試される責任感と使命感、これらの覚悟から生まれる思考で、市民の声と行政行為を比較、

判断し当局に厳しく問うわけでありますが、残念ながら、日本人は議論における思考の違

いや議論を戦わせることに臆病で、指摘された、恥をかいた、ばかにされた、目上に対し

て失礼だ、等々と感情を先に出し、その議論の本質を感情のもつれから起こったかのよう

な原因をつくり、討論をうやむやにしてしまいがちであります。 

 そろそろ、そうではないことを理解され真剣に質問に答え、また、行動に移していただ

きたいと思います。 

 それでは本題に移ります。 

 今回は市立病院についてであります。過去の質問と重複する内容もあろうかと存じます

が、病院開設者である市長に尋ねたいと思います。 

 皆様も御承知のように、市立病院の経営状況については、これまでも諸先輩議員が幾度

となく、議会等で問いただしてまいりましたが、一向にその改善が見えて来ないばかりで

はなく、悪化の一途をたどっている、また、たどっていくのではないだろうか、そのよう

に感じております。 

 故に過去の諸先輩議員の質問が、市長や当局職員の心にどこまで届いているのか不明で

あります。冒頭で申し上げたように、質問内容が悪いのか、受け取り方が悪いのか、感度

が高すぎて、私たち議員の質問を稚拙に思うのか、市民の命に直結するという当たり前の

感性が失われているのか、私たち議員がその感性で問うことが誤りなのか、いずれにせよ、

市長の心の奥底で何を考えているのか、今一度しっかりとのぞき込みたいと思います。  

 言うまでもなく、病院経営は医師の確保により大きく影響されますが、医師不足により

経営不振となりだした数年前、市長はことあるごとに医師の確保、経営改善には「何とか

します、必ずします」と、常々おっしゃっていたように記憶しております。その言葉と結

果が伴っているのか、それを判断するのは市長、あなたではなく私たち議員であります。

そして、その一員である私は、あなたの言う「何とかします、必ずします」は、嘘であっ

たと判断せねばなりません。 

 なぜなら、数字がそれを証明しているし、医師の確保など容易にできるはずもなく、ま

して人事に関して言うならば、そのような権限自体、有田市長にはありませんし、市長が

考えているほど、命の現場は甘くない。白い巨塔は簡単には崩れません。  

 もちろん、有田市民のための市立病院でありますから、あなたなりに懸命に経営改善、

医師の確保等に注力されていることは理解しますが、毎回申し上げていますが、市長発言

は行政一致であり、結果を求められ、成果を出さなければ意味がありません。だからこそ、

市長の言葉には責任が伴うのであります。安易にその場しのぎで言葉を発すること自体、



 

現在の日本では真剣に考えていないと捉えられることと再認識していただきたいと思いま

す。 

 時に「沈黙は金、雄弁は銀」この言葉を頭の片隅に入れておいていただきたく存じます。 

 これから述べることは、全て事実であり、それらの事実を市民の皆さんにお伝えし、少

しでも市立病院の現状を知っていただいた上で、今後の市立病院のあり方について考察さ

れる一つの材料にしていただけると幸いであります。 

 では、簡単にわかりやすく申し上げます。 

 まず、ここ５カ年、市立病院に対して市民の皆様からお預かりした税金を病院に繰り出

した金額、平成27年度約５億1,600万円、28年度約５億1,700万円、29年度約５億2,050万円、

30年度約５億2,230万円、令和元年度は予定額で４億7,540万円。実にこの５年間で合計約

25億5,000万円以上の税金が病院につぎ込まれているわけであります。 

 夕張市が再建団体に陥ったとき、経営破綻した夕張市立総合病院の負債額は39億円。夕

張市とは少し内容は異なるものの有田市立病院の累積欠損費、すなわち、これまでの赤字

の累積額は既に40億円を超えております。また、現時点での病院経営に要する運転資金で

ある一時借入金及び長期借入金を合わせると７億5,000万円。そして、今年度も業績不振に

より約１億円程度の一時借入金が発生する予定となっております。そもそも 25.5億円とい

うこれだけのお金があればと市民の皆様は思われませんか。まあ、いいでしょう。  

 さらに、病院の経営状況を簡単に申し上げると、平成27年度は約２億2,500万円の赤字、

28年度は約１億6,200万円の赤字、29年度は約１億9,800万円の赤字、30年度は約725万円の

赤字と大幅に減ったものの、再び令和元年度については約１億6,000万円の赤字見込みであ

ります。実にその額７億5,000万円以上の赤字経営であります。悲鳴が聞こえてきます。 

 もちろん、公立病院という役割の中で採算を度外視しなければならない診療科なども必

要であるということも理解しますが、残念ながら、未来にこの有田市をつなぐ一番最初の

窓口が再び分娩休止という状態になりました。国からは、不採算診療科を考慮され、毎年

約３億円強の交付金をいただいているのですが、それも税金。 

 有田市にとっては、必要不可欠な財産が負の財産となる状態に陥っていくのではないか

と危惧しているのであります。 

 このような厳しい経営状況で、私を含め、多くの市民の皆様が理解できないであろう事

案がなされました。その状況をより理解していただくために、４年前の平成 28年３月議会

で行った私の質問内容を簡潔に申し上げます。 

 平成23年４月、市長、あなたは必要だからと市立病院にある方を病院事業管理者として

配置いたしました。病院事業管理者とは、地方公共団体における病院事業について、開設

者たる首長と同等の権限でもって病院事業を経営する特別職である。首長が任命し、多く

の場合、医師が就任すると書かれております。ここが大事ですので、もう一度言います。

多くの場合、医師が就任すると。ところが、市長が任命されたある方は、元消防職員で病

院経営の経験など無知に等しいといわざるを得ない方をそのポストに置いたわけですが、

その経緯と理由は、市長お答えください。そして、結果はどうでしたか、市長お答えくだ

さい。 

 事業管理者を配置する１年前の平成22年度決算を拝見すると約１億9,000万円の黒字。管



 

理者を置かれた年の平成23年度決算は、約1,834万円の黒字、そして、翌年の平成24年度決

算も約3,453万円の黒字であり、決算状況を見る限りでは、その時期にあえて素人同然の病

院事業管理者を置く必要があったのかと思うわけです。 

 その後の平成25年度は約3,400万円の赤字、平成26年は約３億6,000万円の赤字となって

おります。ただいまの報告でもおわかりのように、その管理者が来る以前の平成 22年度は

巨額の黒字決算であり、平成23年、24年も金額は減ったものの、それぞれ黒字経営であり

ます。そして、平成25年度から今日まで、皆さんもご存じのように巨額の赤字経営が続い

ております。平成23年４月から平成26年５月までの３年２カ月、その病院管理者に要した

給与、期末手当、退職金、共済費等の総額、実にその額約3,240万円、それらは全て有田市

民の税金から支払われたのであります。その後、管理者は平成25年度以降の病院経営状況

の責任を感じ、平成26年５月31日に辞職をされました。 

 確かに医師不足による病院経営悪化という事態に陥ったことは否定するつもりもござい

ません。また、全て事業管理者としての管理経営能力のせいにするつもりもございません。

そこには、さまざまな要因があるのでしょう。しかし、これらは全て事実であり、何度も

申し上げますが行政は、結果を求められるわけであります。現在、病院長が管理者を兼任

している状況だと思います。院長並びに事務長初め、各職員の懸命な努力によって、経営

状況は決して改善されたといえる状況ではないが、管理者在任のころと比べますと、少し

ずつ改善傾向になりつつあります。 

 崩れていくのは簡単で、立て直すには大変な力が必要なのです。今回、市長は、再び病

院事業管理者を迎え入れる予定だと聞き及んでおりますが、現在の状況を拝見すると本当

に今の時期が適正なのでしょうか。なぜ、最も経営状況が不振だった平成26年、27年に置

くのではなく、なぜ今なのか、市長お答えください。 

 言っておきますが、もし適任者を探していたというおつもりなら、その経緯についても

明確にお答えください。そして、先ほどから申し上げている病院事業管理者の任命権者は、

市長、あなたです。その管理者が責任を感じ、辞職されたわけですが、辞職の際、報告の

ために訪れた管理者を擁護する言葉もなく、ひらすら沈黙を貫いた市長、余りにも無責任

な態度ではないでしょうか。任命した己の任命責任をどのような形で市民の皆様にあらわ

したのか。ちまたでは、さまざまなうわさが飛び交っているようですが、市民の皆様が理

解できるよう、明確にお答えください。 

 この病院事業管理者に約3,240万円もの税金を使い、何の成果も出ないことに申しわけな

いという言葉もない、それが有田市のリーダー論なのか。有田市民を守るために、有田市

民の福祉向上のために、税金を使う予算編成権、執行権を持っている市長、あなたは一体

何をしているのか、あなたが有田市を衰退させているのと同じでしょう。  

 最後に、有田市が衰退の一途をたどっていることを認識いただくために、２期８年の話

をしましたが、無駄となった税金をあなたの給与から補填するつもりはありますか。そし

て、これらの質問に対する市長の答弁はと言いますと、私を含め、市民の皆様が到底納得

のいく内容のものではなかった、どのような答弁だったのかは、あえて申しません。  

 以上が、当時の質問内容の一部であります。そして、平成28年３月に市役所を定年退職

された幹部職員であった方を病院事業管理者として再び任命したのであります。確かに市



 

の職員として、平成21年、22年と２カ年にわたり、病院事務長として職務された方ではあ

りますが、残念なことに先ほども申し上げましたが、「多くの場合、医師が就任する」と

はいかなかった。 

 まず、この管理者の方の今回の勤務状況を申し上げます。平成28年４月に着任、そして

本年、令和２年１月末で辞職をされましたので、在職期間は３年と10カ月。月にすると46

カ月となります。しかし、残念なことに着任早々に病が発覚。その後、闘病生活に入られ

るわけであります。平成28年７月から平成29年３月末までの９カ月間休職。その後、復帰

をされたのですが、再び闘病生活のため、平成31年３月から本年、令和２年１月末までの

約11カ月、計約20カ月を休職されたわけであります。在職期間46カ月のうち、休職20カ月、

その間その方に支払われた給与、期末手当、退職金並びに共済費、その総額、実に約3,800

万円。当然、皆様の税金から支払われたわけであります。残念なことに、再び何の成果も

出せずに、3,800万円もの市民の税金が使われたのであります。 

 ただ、この方に対して、どうこう言うつもりは全くございません。当初、みずから給与

削減を申し出て、この条件が通らなければ、管理者は受けないとも言っておりました。し

かし、平成29年４月からは、条例に基づき本来の給与に戻ったものの病と必死に闘うがた

めに給与削減を申し出ることさえできなかったのでしょう。一日でも早く病気を治し、市

民のため病院のためにと職場復帰を切望されていたことは、言うまでもありません。しか

し、病との闘いは現在も継続され、治療専念のために本年令和２年１月末をもって辞職を

みずから申し出たのであります。さぞかし、無念きわまりなかったことでしょう。 

 他方で、絶大な権限を持たれ、市民の税金を預かる市長という立場になると、そういう

わけにもいきません。みずからを律し、ときに嫌われようとも冷酷だと言われようとも、

厳しい決断を必要としなければならない。なぜか！民間企業なら許されても、行政は市民

の税金によって運営されているからであります。やはり、市長みずから、早期辞職をお願

いするのも任命権者としての責務だったのではないでしょうか。それらの決断を下すこと

ができるのか、できないのか、それこそが、リーダーとしての最も重要な仕事なんです。

だからこそ、議会の承認も得ずに、市長の権限のみで自由に任命することが許されている

わけであります。 

 以上、るる申し上げたことについては、全て事実、市民の税金が使われて運営がなされ

ているという事実、これまでもさまざまな観点から幾度となくただしているにもかかわら

ず、議会が終わればまさに知らん顔のようなこの始末。一体どのようにして責任をとるつ

もりなのでしょうか。 

 このように同じ過ちを犯す要因には、過ちを認めないからこそのなせるわざではないで

しょうか。市長、あなたも責任ある立場、また同時に我々議員も同等の責任ある立場です。

前段で申し上げたように、この病院事業管理者の任命は、市長の権限であり、議会の承認

が不要であります。よって、厳しく追及することにより税の無駄遣い、また同じ過ちを断

ち切るために今回厳しく問いただしているのであります。 

 そして、今後の病院事業管理者の任命に当たっては、和医大は当然のこと、他の病院と

も連携がとれ、医師の世界に精通されているなど、当然のことながら、医師、または病院

経営に優れたそういう方を管理者として任命する必要があります。 



 

 もちろん、そう簡単になせるわざとは思いませんが、しかし、もう市民の命を軽んじ、

税金の無駄遣いはやめていただかなければなりません。それこそが、市民の皆様らから信

託を受けた、もう一度言います、信託を受けた市長の使命であり、我々議員は、付託され

たチェック機能を十分に発揮することが最大の責務であると認識をいたしております。さ

まざまな観点から、もはや厳しい決断のときが、迫っていると感じられるのですが、有田

市本体にまだ多少の余力がある今こそ、あすのために今を変えていく必要があろうかと存

じます。 

 市民福祉向上のための重要な市立病院でありますが、そこで市長にお尋ねいたします。 

 １、莫大な税金を投入し続け運営されていくのか。 

 ２、民間委託や指定管理をされるのか。 

 ３、有田広域圏での共同経営をされるのか。 

 ４、みずから責任をとり、新しい指導者を導くのか。 

 ５、ときに厳しい決断をせねばならない時期だとも思われますが、今後の市立病院に対

する既存の構想と、私がただしたことを受け、新たな構想を具体的かつ詳細に述べ、新旧

どこがどう違うのか、市民が理解できるよう明確に丁寧にお答えください。  

 なお、今後の市長答弁の内容次第では、質疑応答の整合性をとるため、所要時間を過ぎ

るという事態が発生するおそれがありますが、御理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

 以上、第１問といたします。 

 

○市長（望月良男）   

随分と長く御質問いただきましたので、最後の５点につきましては、通告といいますか、

お知らせをいただいておりましたので、やりとりしている上でお答えをしていきたいと思

いますが、１点だけ、以前より御質問いただいておりました管理者、このことも当時から

いろんな思いの中で選択肢を迫られる中で、病院運営の中で任命してきたっていうことが

ありますけども、１点だけ、もちろん多くの繰り出しとかおっしゃっていただいた数字は、

そのとおりなんですけども、病院っていうのは、全て税で成り立っているわけではありま

せんので、管理者の給与、それら全て税で行っているような問いだったと思いますが、当

然ルール内にのっとって、私たちは公営企業を存続させるために繰り出していくっていう、

これは、議員の皆様にも御理解いただいて普段やってることです。それと、収益を上げな

がら事業を回していくっていう部分。最初に建設した部分、３条、４条、そういったこと

がありますけども、ここには、メリハリがついているっていうことの御理解だけまずはい

ただきたいというふうに思います。 

 その上で、まず１点目、膨大な税金を投入し続け運営されていくのかっていうことです

が、今申し上げたとおり、公営企業として基本的には、独立採算制というものの中に運営

があるというふうに思っております。ここには、経済性だけではなくて、不採算といわれ

る主に救急、小児、周産期といった公共性の両立っていうものが、この公営企業には求め

られることからこれからも税を投入して、医療サービスの提供を有田市は維持をしていき

ます。 

 ２点目、民間委託や指定管理をされるのかということでございますが、今後のあり方に



 

つきましては、当然国が示している公共公立病院改革ガイドラインにも経営形態の見直し

っていうもの、これが、当たり前のように示されておりますけれども、現在、私たちもあ

らゆる選択肢を検討しているところであり、民間委託や指定管理もその中の一つであると

いうふうに考えてございます。 

 ３点目、有田広域圏での共同経営をされるのか、この点につきましては、今の２の回答

と重複することもありますが、広域圏での経営についても一つの選択肢として、当然利害

関係がありますから、県や振興局とも連携しながら、協議を行っていますということは、

前回の全員協議会でも議員の皆様にお話ししたところでございます。 

 ４番目、みずから責任をとり新しい指導者を導くのか。このことにつきましては、経営

を安定させながら、市民が望む安心・安全な医療の提供を継続していくことこそが、当然

私の市長としての責務であると思いますから、そういうことを果たしながら、責任を果た

していきたいというふうに思ってございます。 

 そして５番目、ときに厳しい決断をせねばならない時期だと思われますが、今後の市立

病院に対する既存の構想と新たな構想を具体的かつっていうふうにおっしゃっていただき

ました。当然、現在も日々頑張っていただいている病院スタッフ、このままではいけない

ということで意識改革、経営の根幹となる医師の招聘に当然権限がないわけですけども、

これが病院経営の根幹をなすということから、このことには全力で取り組み、経営を安定

化させ、救急医療、小児周産、災害拠点病院としての機能や、今回の新型コロナウイルス

感染症対策など、公立病院としての使命を担うとともに、急性期医療、回復医療、在宅医

療、予防医療、これの充実を図って、現在の環境の中でやらないといけない。今後につい

ても基本的なそのスタンスに変わりはありませんが、老朽化した病院の建てかえも視野に

病床数のさらなるダウンサイジングを未来社会のニーズに対応できる医療体制の実行を目

指していきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

 

 

○池田敦城 

では、再質問を行います。 

 一体、誰がこのような答弁を考えたのでしょうか。市長みずから考えたとは、到底思え

ない答弁ですが、この答弁でよいと判断され発言をした市長は、市民の負託を受けた議員

に対して、誠実なものとは考えられず、いつも思うわけですが、ありきたりな言葉で言う

と、まことに遺憾であります。いつもながら、質問に対して答えているようで答えていな

いという実に不誠実な内容でありますが、これらのそれっぽい答弁にだまされ続けてきた

結果が今日の有田市であります。 

 また、これですり抜けられると思っている市長を初めとする当局は、このような言い回

しをすることで、市民が市政に関心を持たなくなる、つまり市民から税金はいただきます

が、無知な市民はだまされておいてねというまさに現在の日本における政治システムであ

り、実に不愉快きわまりないメッセージがこの答弁に見え隠れいたします。  

 いいですか。本当にあなた方行政側が、真剣に考え行動に移さなければ、市民の皆さん



 

も限界ですよ。そして、本来、一般質問とは、問いただす場であるはずが、要望、提言、

状況確認をするなど、我が市議会も甘やかすから全く市長や当局の職員の意識は変わらな

い。市長目線で答弁を考え、市民目線の答弁すらできない。実に遺憾なことでありますが、

全てはリーダーである市長の指示のもとで動くのが有田市政ですから、全責任は市長にあ

ります。 

 では、その答弁を検証いたします。 

 まず、１点目の答弁ですが、まさにまやかし、はぐらかしの実に聞こえのよい答弁のよ

うに思われますが、今回、私は病院の経営改善について市長にお尋ねしているにも関わら

ず、おそらく当局職員が答弁を考えたと思われるわけですが、これこそが、真剣に改善に

取り組もうとされる姿勢とは言い難い。そもそも、当局職員は事務方であり、本気で経営

を立て直すことができるのは市長、あなたです。その本気度がないから職員に答弁を考え

させ、この答弁でよいと判断し、発言をされたこと自体が、そのように捉えられても仕方

がないわけであります。市民には、実に聞こえのよいそれっぽい答弁をされ、あたかも自

分が行っている行政行為は正しいんだと言わんばかりに普通に答弁をされましたが、言い

換えると、この方法以外に何も思いつかないから税を投入し、経営を維持していく。この

方法以外でしか経営を維持することができないんだと、己の政治手腕のなさを普通に公言

されたわけです。残念ながら、これが有田市のリーダー論です。 

 今、先ほどの雄弁で、地方公営企業の原則は独立採算ですと。ところが、経済性ではな

く、不採算とされている救急、小児、周産期医療といった公共性の両立が求められること

から、税を投入して医療サービスの提供を維持していくと。市長は、自分で発言している

答えの意味を理解しているのでしょうか。 

 いいですか。救急が、不採算。一分一秒を争う命のＳＯＳが不採算と公言できる市長、

あなたは市民の命をどう考えているのか。そして、小児も不採算。子供らの医療は不採算

という範疇に入れる。そもそもその思考が未来の大人たちに失礼であり、足蹴にしている

のか。周産期医療も不採算。これからの屋台骨となる大切なことを不採算という範疇に入

れる。一体どんな思考なのか。誰がそうしているのか。また、少し行き過ぎた表現ではあ

りますが、この答弁では、まるで市民が悪いから不採算なんだ。だから税金を投入しなけ

れば経営できないんだともとれる答弁であり、いかにも自分のやっていることは正しいん

ですよと全く反省などしていない、責任逃れの答弁だと思うのは、私だけでしょうか。  

 市民の皆様、本気で考えてください。公営、企業の両面から採算がとれるように、もう

一度言います、採算がとれるように努力と工夫をしなければならないわけでしょう。それ

が、市長に課せられた責務ですよ。それができていないからどう運営するのかと問うたわ

けであります。 

 ですが、あくまでも自分は悪くない、市民が悪者であるような言葉遣い、言葉遊びはい

けませんよ。実に累積が40億円を超えているわけですよ、市長。あなたは、職員という側

面を持つが、公選で選ばれている以上、政治家であるということを念頭において仕事をし

なければなりません。政治家は、言葉が大切ですから。 

 ここ数年の病院経営に対して、リーダーとしての政治的配慮ができないばかりでなく、

病院を真剣に立て直すために取り組んできたとは到底思えない人事であり、残念なことに



 

数字がそれを証明しているから問うているわけであります。市民の皆様が納得できる税金

の使い方ではないんです。だから、問いただしているわけです。 

 こうしたい、こうしなければならない。たしかに、市立病院改革プランを作成している

もののプランどおりの経営が、予算どおりの経営が、本当になされているのか。できてい

ないことに気づいているはずでしょう。であるなら、どうするのか。その答えは、こうで

した。公共の観点から不採算な救急、不採算な小児、不採算な周産期もあるから税を投入

して維持していくと。つまり、借金は増え続けますがいいですよね、よろしくと言ってい

るに等しいわけであります。 

 少し話はそれますが、佐賀県武雄市における武雄市民病院経営改革基本方針並びに病院

改革ビジョンを拝見しました。が、我が有田市立病院が作成している改革プランとは大き

く異なる内容でした。同じ自治体で、こうまでも違うものかという……その武雄市民病院

の累積欠損金は、平成18年度決算で約６億1,000万。平成20年度で約10億円と、経営悪化に

歯止めがかからないとの考えから、平成22年２月１日、当時の樋渡啓祐市長は、武雄市民

病院の経営悪化に伴う民間移譲について議会と激論を交わし、議事進行の嵐が吹く中、数

年で締結させたのであります。そしてその内容は、地元ケーブルテレビでライブ中継され、

市民を巻き込み、市民の知恵を取り入れながら、また市民に考え直してもらう機会をみず

からに課せ、逃げずに戦った結果でありました。 

 話を戻します。半面、リーダーとしてこの程度の答弁しかつくれない、言えない、この

ようなカテゴリーに入るあなた方は、おそらく病院経営の時間が違うだろうと言いたいの

でしょうが、耳栓をして人の話を聞き、考えることなどできないでしょうが、時間など関

係ありません。冒頭でも申し上げましたが、日頃の気づきが重要なのであります。 

 まことに遺憾ですが、現在の病院経営なら市長でなくても市民から選ばれた議員なら誰

でもできますし、病院の経営が大変ですから市に対して助けてください、よっしゃ助ける

よ、に甘んじるなら職員で十分でしょう。 

 そもそも累積欠損金を甘く見ていること自体、市長としての政治責任を問われるという

日々の覚悟がなければだめです。このような答弁自体が、真剣に考えていない証拠であり、

そう言われても仕方がない。そこで、再度市長に対し、今後の病院に対する明確な方針が

打ち出されている的確な答弁を求めます。 

 次に、２点目の答弁ですが、あらゆる選択肢を検討している、民間委託や指定管理もそ

の中の一つであるって、今まで何をしていたのか。だから、何ですか。では、その検討さ

れているあらゆる選択肢を詳細にお答えください。なければ、答弁漏れとして議員の先生

方、議事進行をかけてください。あくまでも原則ですが、自分の質問に対して議事進行は

かけられませんので。 

 次に、３点目ですが、どんな協議、協議の詳細は、その協議の展望は、それを市民に伝

えさせてあげるがための質問に対して、何をはぐらかしているのか。では、その協議の内

容を明らかにした答弁を求めます。 

 次に、４点目ですが、これだけの税金を使いながらも赤字経営、増加する累積欠損金に

も関わらず、申し訳ないの言葉もないということは、先ほども申し上げましたが、自分が

行っている行政行為が正しいと思っているからでしょう。だから、責任をとることと責任



 

を果たすことの区別もできない。では、ここまでの業績悪化は、誰の責任か。まやかしの

答弁ではなく、これもまた明確な答弁を求めます。 

 最後に５点目ですが、充実を図っていくって今まで図っていなかったのか。構築を目指

していくって、今まで目指していなかったのか。それができていれば、今回の質問はあり

ません。実に市民を愚弄した答弁でかわそうとしていますが、愚弄していることにも気づ

かない、だめですよね。こちらも質問に対しての明確な答弁を再度求めます。  

 そして、平成25年から７年間、一向に変わらない、変えようとしないどころか、１問目

でも申し上げたように、同じことを繰り返し、同じ過ちを犯していることについて、また、

そのような体質に対して、今回問いただしているわけであります。40億円を超える累積欠

損金、累積だから特に問題がないという認識自体が、誤りであるということについては、

おわかりいただけたかと思いますが、その甘い認識が、甘い経営方針が、赤字経営体質を

生み出していると捉えられても仕方のないことであると思うのですが、これだけ莫大な市

民の税金を投入しながら、しかも投入し続けると公言し、このままいけば、市民が納得し

たということで、累積赤字がどんどんふえていくことになろうかと思います。  

 このような状況についてどう捉えているのか、市民が理解できるよう丁寧な答弁を求め

ます。なお、言い訳なら言い訳です。はぐらかすならはぐらかす、馬鹿にするならここか

ら馬鹿にしますと、公言してから述べてください。 

 以上、第２問といたします。 

 

○市長（望月良男）   

お答えいたします。 

 そうですね。最初、冒頭に池田議員のほうから、しっかり議論を深めたいと。議論をき

ちっとできるそんな一般質問でありたいと。そういう趣旨のお話がありましたが、私も当

然、現在の赤字体質、こういったものの上に立って今何できるかっていうことを、これま

でも常に考え、市民の負託を受けている市長として一生懸命頑張っているわけですけども、

一つずつそれぞれ、これをこうっていうなかなかお答えするのも余計にわかりづらくなる

んではないかと私は思いますもんですから、１点目から５点目、先ほどの質問、ちゃんと

答えていないじゃないかっていうことに対して、さきほどと重複する部分もありますが、

さらさらっと１回目答えたところもありますので、もう少し、私の考え方、思い、そして

現状、今後。そういったところを、素直に議論が深まることを期待してお話申し上げたい

と思います。ですから、ちょっと言い訳っぽくなるところも出てくるかもしれませんが、

一生懸命答えさせていただきます。 

 まず、現在の病院は、慢性的な赤字体質に陥っているということは、これは、議員おっ

しゃられるとおり数字が物語っています。そして、このことの最高責任者は、市長、病院

開設者であり、私ですね、現状は、決して満足のいく収支の状況ではなく、責任感を持ち、

病院の経営改善に向けた協議、取り組みを、ここ数年、これまでより病院関係者と常にコ

ミュニケーションをとりながら、なぜベッドコントロールが120で推移しないのか。本当言

えば、こんなことっていうのは、開設者の市長の仕事ではない、もっと言うと越権行為か

もわかりませんが、病院職員とともになぜこういうことになってしまうのか。で、今でき



 

ることは何か。中長期でやらないといけないことは何か。そんなことをしっかり分析しな

がら、今やれることをやっています。 

 これが、結果が出てないと、これで議論が終わってしまうとなれば、次へのステップに

もならないというふうに思いますから、言い訳の部分もしっかり大事にしながら、病院と

任しきっているかのような今お話もありましたが、積極的に私も飛び込んで、ときにはけ

んかをしながら、現在の病院を何とか、体質改善に向けて、そんなことを日々やっていま

すというと、できてないやないかとまたこうなるわけですけども、そんな日々を送ってお

ります。 

 特に平成25年、26年には、医療崩壊ともいえる内科１名、こういった事態を招いたこと

は、昨日も申し上げましたが、本当に痛恨のきわみで、医師招聘の課題っていうのは、実

は今も引きずっておりまして、第一内科が引き上げてしまった。次、第二内科に求めるわ

けですが、なかなかどこの病院も大変です。ですから、東北へ走り、九州へ走り、京都へ

走り、そんなことをしながら、医師を確保しようと神戸から１名やっと医師を派遣するこ

とができたのが２年後でした。 

 そんな中、県当局の市立病院何とかせなあかんという御理解もあったもんですから、今

では地域医療講座であったり、県の権限の範囲内の２名を送っていただいたり、そんなと

こで何とか内科医５名体制っていうのは、整えられてますが、本当に安定した医師の供給

ではない。これが、引きずっているというそんな表現になってます。 

 26年以降３年計画で立て直しを図るべく力を注いだが、おくれが生じました。これも、

御案内のとおりです。で、今の副市長の田代事務長ですね、ともにコミュニケーションを

とりながら、何とかこの事態を打開したいということで３年間やってまいりましたが、一

億数千万円、１億5,000万円を超えるそんな赤字が出るたびに、本当にこのままではいけな

いという思いで今日もいます。 

 やっと、４年目の30年度の決算で何とか経常損益700万円っていうところに回復できまし

たが、今年度はまた先ほど議員おっしゃられるように、厳しい１億5,000万円ちょいの赤字

見込みでございます。 

 この間、医師招聘の高い難易度や、昭和から平成へと当時230床の現在には到底マッチし

ない箱物を受け継ぎまして、公立病院経営の難しさを痛感し続けておりますが、救急やこ

のたびの感染症発生など、公立病院の存在意義は、やはり大きいものであるというふうに

改めて認識するとともに、病院職員の努力とともに有田の医療をしっかり守っていくべき。

そういうふうに思いを新たにしているところでございます。 

 さきにも述べましたが、公営企業法にのっとりまして、独立採算を目指し続けること、

これは基本であります。現在は、繰り入れを前提とした独立採算制、それでないと医療は

守れない状況であるっていうのは、変わりありません。それは、先ほども少し申し上げま

したが、３条予算、４条予算合わせて基準内の繰り出しを５億2,000万円、約５億円繰り入

れが続いているということでございます。これは、国が示している公立病院の法律にのっ

とってやってるものですから、交付税算入が約３億円というふうに試算いたしますと、有

田市が単独で２億円の税を単年、投入して公立病院を運営します。これは、公立病院とし

て約30億円規模の医療サービスを現在提供し続けていることになります。したがいまして、



 

現有田市立病院の運営は、基準内の繰り入れを前提とした予算になってございまして、こ

こが税を投入する一つのラインであるというふうに私は考えておりまして、基準内の繰り

出しに収めていく。これが、有田市の税を使うという考え方でございます。  

 次に、新たな病院構想でございます。次の40年間、さらに人口が減少し高齢化の時代に

どのような形で有田の医療を守り維持させるのか。大変大きく、難しく、重要な課題が目

の前にございます。地域医療構想にも示されているとおり、病床数の再編は、当然の課題

であります。有田市立病院は、先んじて急性期を削減しているのが現状です。身の丈にあ

った病床数とは。今後、次期病院構想構築に伴い、深い議論を重ねていくことになると思

いますが、近未来社会の医療ニーズを想像いたしますと、当然、高度急性期はこれまでど

おり、和歌山市の日赤、和医大が担うこととなり、新病院の病床は、急性期と回復期が案

分された100床から120床ぐらいじゃないかなということをイメージしてございます。 

 そして、在宅医療の充実というのは、これからの社会必須でございます。訪問看護、訪

問医療の必要性に合わせて、予防医療、すなわち検診体制の充実も位置づけなければなり

ません。 

 また、これまでのように幅広い診療科を標榜することは、これまでの同じ過ちを繰り返

すことになると考えます。有田医療圏の中心となる医療は、19番目の基本領域とされてい

る総合診療専門医で、救急やファーストタッチは必ず見る、手に負えない場合はさらなる

専門医療機関へ紹介をするが、まずは何でもみますという総合診療専門医が、中心的役割

を果たす病院が、今後有田市には求められるというふうに考えています。 

 外科や、整形外科も高齢社会の病院には必要でありますが、そう高度ではないオペの体

制はとりつつも、高度なオペは、高額設備や体制が整った病院にお願いし、再度しっかり

と充実した回復期病床で、私たち有田市立病院が受け入れるような体制が、現実的である

と現段階ではそのような思考で協議を進めてございます。 

 経営の体制につきましては、３点目の１市３町の広域化や、済生会有田病院との統合な

ど、この可能性は、先ほどもお答えしたとおり、県にも入っていただき調整をしておりま

す。協議をしておりますが、利害関係者が直接に協議するのは、有益ではないとの考えか

ら県の協力をいただきながら重ねておりますが、正直、私の感覚ですが、実現性が低いと

感じてございます。 

 また、２点目の民間委託、指定管理などの手法ですが、前段の総合診療専門医の派遣や

公益性を担う考えを持つ、力のある優れた相手先との連携が前提でありますが、逆にそれ

らが整えば、最も目指すべき方策ではないだろうかと考えてございます。  

 まだまだ、議会に対してお示しできる段階ではありませんが、現在、情報収集や可能性

調査などの段階であり、水面下での段階であり、今後議会にも相談しつつ、このことにつ

いての方向性を導き出していきたいというふうに思ってございます。 

 現病院の老朽化や財務体質を考えますと、次期構想はスピードアップの必要性がありま

す。起債の償還が、令和５年度末をもって終了することも一つの大きな節目であることか

ら、来年度、令和２年度中には、大きくこの議論を深化させなければならないと思ってご

ざいます。 

 これまでの経営が赤字体質であるという反省のもと、開設者として、最高責任者として



 

地域医療をしっかりと守り、責任を果たしてまいりたいと存じます。 

 以上です。 

 

○池田敦城君   

では、再々質問を行います。 

 皆さん、非常に理解に苦しむ答弁ではなかったでしょうか。これが、市長特有のいかに

も答えていそうで答えていない。もはや、通用しませんが。 

 答弁も、再答弁も、市長みずから発言しているわけですから、市長の思考は見えてきた

のではないかと思います。ならば余計に市民の皆様に御理解いただくために、議員に対し

て丁寧に答える、それが為政者としての当然の責務でしょう。 

 ところが、そうならないということは、保身に回り、本質を追求されることにどうすれ

ば責任をとらずに済むのかと考えた結果でしょう。 

 私を納得、説得をさせることができない時点で、市民と誠実に向き合えていないことを

理解したほうがよいし、職員もそろそろ目を覚ましたほうがよいでしょう。相変わらず、

柳のように揺れ、風見鶏のように風吹く方向に向く。そんな姿勢がこのような答弁しか導

き出せないことで知る必要があるでしょう。 

 そこで、さらに市長、あなたに問います。 

 １点目の再答弁についてですが、内容から言いますと、１問目で答弁された内容に現在

の病院状況をつけ加え、一段とそれっぽい答弁になっただけで、中身が全く見当たりませ

ん。結論から言いますと、答弁では、赤字体質であること、満足にいく収支ではないこと

に責任を持つ、改善に向けた協議・取り組みを重ねる、ここ数年はベッドコントロールの

推移等まで会議を重ねている。だから何なのか。これ以上突っ込まんといてねって思って

いるでしょうが、そうはいきません。だから、結果が伴っていませんよ。市民の皆様に対

して期待に沿えず、結果が出せず、裏切ってしまい「まことに申し訳ない」の言葉が出て

こないのでしょうか、お答えください。 

 次に、３年計画におくれが生じたが、４年目には損益を700万まで回復した。損益を回復

って、赤字でしょ。表現が間違っていませんか。そして、今年度はまた厳しいって何。自

分に言い聞かせているんでしょうか。厳しくなっているから質問をしているわけです。し

かし、結果は、これまでどおり税金を投入し運営をしていくと。非常に残念なことですが、

市長の責任力がないのに等しいことがわかりました。 

 税金をどれほど投入しているのか、改善されないのはどうしてなのか、任命責任もある

のではないか、何一つ真摯に向き合って答えない。まことに遺憾です。全国の公立病院で

行われている、既に改善するのも困難な状況にあるような、そして、職員で十分対応可能

な誰でもできる従来どおりの病院経営を今後も維持していくと公言する、その思考の源は

何なのか。私には、到底理解できません。 

 いいですか。公営企業における経費を、事業経営による収入で賄う方式を独立採算とい

うんです。辞書をお調べになったほうがよいのでは。このような答弁でよいと判断された

ということは、公営企業法について真剣に考えていなかった。だから病院経営について深

く考えなかった。結果、税の大量投入。市民の財布がしんどくなる。コロナの影響でかな



 

りしんどいはずですよ、市民は。 

 また、不採算部門を担っているから、国から交付税算入があるわけで、ならば不採算科

目以外で採算をとればよいのではないでしょうか。それができているのか。できていない

でしょう。予算どおりに経営ができているのか。できていないでしょう。だから努力と工

夫をされないのかと質問をしているわけですよ。その努力と工夫の対価として市長は、高

額な給与、期末手当をいただき、４年任期ごとに退職金をいただき、福利厚生も充実され

ているわけでしょう。 

 次に、３年計画で立て直しを図るべく力を注いだが、おくれが生じたとの答弁。例えば、

３分で到着する予定が、30分経ってしまって済みませんと瀕死の重傷をされている市民に

言えますか。言えないでしょう。だから救急隊員は一秒でも早くと訓練をされているわけ

です。違いますか、消防長。 

 

○消防長（田邉隆義）   

そのとおりでございます。 

 

○池田敦城君   

こんな答弁を聞いたら、命を救おうとする方々の士気が下がりますよ。 

 そもそも詳細に内容ある答弁も述べることができない。こんな答弁をされていること自

体、立て直しなどできるはずがないでしょ。では、立て直しを図るためにどのような力を

注いだのか。まさか、１問目で申し上げましたが、新たな管理者を置いたとでも言うつも

りなのでしょうか。 

 また、おくれが生じたというのであれば、あと何年でその生じたおくれを取り戻すこと

ができるのか。同時に、医師の招聘も市長の権限でできるのか、明確にお答えください。  

 次に、２問目、３問目についての答弁ですが、経営の体制については、３点目の１市

３町の広域化や、済生会有田病院との統合などの可能性は、利害関係者が直接的に協議す

るのは、有益ではないとの考えから県当局の協力を得て、これまで協議を重ねているが、

正直実現性が低いと感じているとの答弁ですが、では、県当局の協力を得てこれまでどの

ような協議を重ねてきたのか詳細にお答えください。また、県当局がぬるいと言っている

ようにも捉えることができますが、どうかこちらもあわせてお答えください。答えられな

いというのであれば、県に情報開示請求を行う価値がありそうな気がいたしますが。  

 また、２点目の民間委託、指定管理などの手法は、前段の総合診療専門医の派遣や、広

域性を担う考えを持つ力のある優れた相手先との連携が前提であるが、逆にそれらが整え

ば最も目指すべき方策だと考える。まだまだ、お示しできる段階ではないが、現在、情報

収集や可能性調査などの段階であり、今後議会にも相談しつつ方向性を導き出したいとの

答弁ですが、ではどのような情報を集め、どのような調査を行ったのか。また、いつにな

れば示すことができるのか。明確にいつごろになるのか、期限をきってお答えください。

同時に、今までを「顧みない」と反省の意味の「省みない」をあわせ持つ市長ですが、何

年もの間、指摘されていたわけですから、それでもなおできなかったというのであれば、

素直に軽く考えていました、既存の体制で経営しておけばよいと思っていましたと言えば



 

よいと思うのですが、これもあわせてお答えください。 

 次に、４点目ですが、これまでの経営体質が赤字体質であるという反省のもと、開設者

として、最高責任者として地域医療をしっかりと守り、責任を果たしてまいりたい。それ

ができていれば、今回の質問はありません。反省するのは当たり前ですが、その前に市民

の皆様におわび申し上げるのが前提だと思うのですが、いかがでしょうか。再度お答えく

ださい。 

 最後に５点目ですが、これもまた市長節とでもいうのでしょうか、大変きれいにまとめ

た答弁ですが、ただただ当たり前のことを言っているだけで何一つ中身がありません。新

病院の病床は、急性期と回復期が案分された100から120床規模をイメージするって、イ

メージだけですか。感染症の病床は？先ほどこのたびの感染症発生など、公立病院の存在

意義はやはり大きいものであると再認識すると言われていましたが、感染症の病床はどう

されたのですか、お答えください。まさか、忘れていたとでも言うのでしょうか。  

 また、これまでのように幅広い診療科を標榜することは、同じ過ちを繰り返すことにな

ると考えるって、そのほかにも同じ過ちを犯しているではありませんか。現在の市立病院

ですが、病床数も157床に減らし、高度急性期は、日赤、和医大が担っているし、手に負え

ない場合は、さらなる専門医療機関へ紹介しているし、外科や整形外科も高齢社会の病院

には必要であるが、そう高度でないオペの体制はとりつつも、高度なオペは高額設備や体

制が整った病院にお願いしているし、ましてや再度しっかりと充実した回復期病床で受け

入れるような体制が現実的であるって、今現在は、充実した回復期病床ではないのか。全

く何が言いたいのか理解ができません。 

 今回の市長答弁を集約すると、病床数のさらなる減少、総合診療専門医の招聘の２点だ

けです。政治家として、政治手腕を語らない市長には、まことに遺憾であります。  

 ただいまの再答弁でもわかるように市民の代表である議員の質問に対し、より明確に、

より丁寧に、よりわかりやすく市民目線に立って答弁をせねばならないはずの市長が、自

分目線で自己の保身のための判断で答弁をされるという姿勢を我々議員はさらに厳しく追

及していかねばなりません。それこそが、市民から負託をいただき、議会へと送っていた

だいたチェック機関である議会本来の責務なのであります。 

 そこで５点目について。再度、市長からより明確に、より丁寧に、よりわかりやすく市

民目線に立って答弁をいただきたいと思いますが、なお、これ以上答弁ができない場合は、

できないとお答えいただいても結構ですが、有田市民の命をどう考えているのかくらい答

えていただきいものであります。まあ、大切ですと言うでしょうが。だったら、必ずしま

す、何とかしますなんてその場しのぎでの発言はだめですよ。政治家ですから。  

 改めて、反省の意味も込めて、再度答弁を求めます。 

 以上、再々質問といたします。 

 

○市長（望月良男）   

お答えいたします。 

 なかなかお答えしづらい御質問だったなというふうに思いますけども、当然ここは議会

で、私がお答えする立場でありますから、深い議論をできるように私も私なりにお答えし



 

たいと思いますが、全体的に政治家として大切にしないといけないことっていうのは、池

田議員さんおっしゃるようなことわかります。 

 私も、ひとえに市民といいましても、いろんな考えの方もいますし、池田議員さんが接

している市民、池田議員さんが想像する市民もいらっしゃるでしょうし、当然、私が直接

的に普段コミュニケーションをとる市民の皆さんもいます。託していただいている内容も

違いますし。それらをしっかり受け止めた中で、12年前から重いものがのしかかった中で、

政治家を全うすべく一生懸命頑張っていますが、これ頑張っているって言ったら、結果が

出てないという話になるので、これは素直に申し上げてるんですけども、こんなことを言

っても仕方がないっていうことみたいですが、やはり一つ、議員さん強くおっしゃられて

る申し訳ないという気持ちが出てこないのかっていう話については、病院経営についての

予算どおりの収支の結果を出せていないことにつきましては、市民の皆様には、申し訳な

く思ってございます。 

 再度、再質問に対して今申し上げたように深い議論をしたいなというふうに期待をしま

して、誠心誠意、素直に、わりと踏み込んで考えてることを申し上げた、お答えしたつも

りですが、到底御理解いただける答弁となっていなかったような再質問でしたので、残念

ですけども、この点につきましても、池田議員に対しておわびを申し上げたいと思います。 

 その上で、再度、私の政治姿勢も含めてお答えをしたいと思いますが、まず、独立採算

制っていうものの考え方です。これは、公営企業法と一般企業は違います。公営企業法の

独立採算制とは何か。当然、収益を上げながら、３条予算のところですね、支出に伴う発

生したものをやっていこうと。これは一般企業と似てます。で、一方に、４条予算であっ

たり、その３条予算の中でも、民間企業が救急体制をとるような体制をつくる、そんな病

院をつくると赤字体質を生み出すもんですからやりたがらない。でも、使命感があるので

やりますけど。でも、公立病院の意義っていうのはそういうところにあるということで、

税を投入していきながら、採算部門じゃないところは、ルールを決めて出していきましょ

うっていうのが、これが日本全体の考え方で、公立病院の考え方で、公営企業法第３条の

考え方です。不採算のところは、行政が出す。それ以外は、しっかりと独立採算した分、

有田市の一般会計とは別のところで成り立った会計を進めていかなくてはいけない。  

 これが、公営企業法の独立採算制ですから、現在、25年、26年は別といたしまして、

５億円の繰り出し内基準というのは、先ほど申し上げましたとおり、有田市が２億円の投

資をすることによって、30億円の医療体制の医療サービスを行っているっていう、ここの

優先順位は、これからも守りたいっていうことなんです。これは、私は、政治家として大

事にしている、住民はどんな医療を望むか、サイレントマジョリティーっていうのは、有

田市の医療がどういうことなのかっていうことをしっかり考えながら、しかし、時には、

アンケートなどをとりながら長期総合計画で税を使ってでも拡充して欲しいこと、医療が

一番先に来るんですね、有田市は。 

 ですから、私は、この２億円という単費の税を投入しながら、毎年30億円規模の今行わ

れている有田市立病院経営っていうのは、これからも税を投入してやっていくっていうの

は、変わりないっていう考え方でして、もちろん、議員さんおっしゃるとおり、繰り入れ

しなくてもできていけるようになったらいいやないかっていうこともそのとおりです。そ



 

れを目指していないわけでもないですけれども、公営企業法の独立採算制って法にのっと

りやってる考え方っていうところは、そういうところにありますっていうことを再度申し

上げたいと思います。 

 そして、この赤字の捉え方です。先ほどの答弁にも申し上げましたけれども、累積赤字

ですね、これが積み重なっていることは、間違いありません。議員おっしゃるとおりです。

で、私は、大事なのは、キャッシュが回ってることだと思います。当然、公営企業法の中

の財務諸表の中で、黒字ができてるっていうのは、これはもちろんそれを目指すべきで、

我々はそれを目指してやってるんですけども、先ほど申し上げましたとおり、自分たちが

標榜しているこんな先生をここに配置したいっていうことが、何の武器を持たずにも医大

病院にお願いしにいくっていうそんな中では実現しないっていうのは、池田議員も、市長

にはそんな医師派遣の権限ないってそのとおりです。大学の大変難しい組織、そこにどう

食い込んでいくかっていうことも、これも難しいとは思う、これもおっしゃるとおりです。 

 でも、現在の病院で、これまで私たちも何度もアプローチしましたが、今の有田市立病

院の箱、人、そこにあそこを買ってくれる病院がじゃああるかっていうと、私はないと思

います。これまで私立の大学病院であったり、社団法人であったり、医療のそういう大き

なネットワーク、何とか会とか、そんなところにもちろん打診もしたこともありますし、

最近一番お願いしてたのは、県です。和医大が指定管理、指定委託とかできないか。また、

分院っていうことはとれないか。これは、何が一番かっていうと、医師派遣です。そうし

た医師派遣のインセンティブをこう高めて、有田の医療を守るっていうことはできないか。 

 そんなことを、大学と県と話し合ったりしていますが、なかなか今の病院では難しいっ

ていうのが、私の今の見解ですので、今は、先ほどから申し上げているとおり、何とかこ

の病院をできるだけみんなの頑張りと持ちこたえながら、次の借金の償還が終わる令和

５年度末、これを大きな契機として、次には、新たな病院のときには、新しい先ほど申し

上げた指定管理っていう経営をしっかり医師派遣ができるようなとこと手を組めれば、や

れるんじゃないかってことで今一生懸命議論を進めているところでして、これは一定、や

はりこちらでたてつけを、いっているもの構築して議会の皆様にお示ししないと、今回は、

結構踏み込んで申し上げたなと思ってますけれども、そんなことを今一生懸命していると

ころで、２年度中にはこの議論を思いっきり深化させて、３年度中には、次期病院構想っ

ていうのは、やはり構築をして、それでそこから議会の皆さんと議論できるようなそんな

ものにしたいなというふうに思っております。 

 予算、決算いろんな考え方ありますが、それどおりいってないっていうのは、事実です

ので、ここに対して謝れ、もちろんそれどおりできてないのは、先ほど申し上げましたと

おり申し訳なく思っておりますが、そこで止まっては何の次の進展もございませんので、

なぜ赤字になっているのか、どうやったらこれを少しでも回避できるのか、そして次にど

うつなげていくのかっていうところを、言い訳も含めた議論が深まっていければ、次への

さらなるステップになるんじゃないかなっていうことでお答えをいたしました。  

 市民の皆様が、どんな医療を望むか、市民の皆様は、何を満足されるか。「市民が、市

民は、」市民が主語です。行政が、市民を満足させる。「行政は、」っていう行政が主語

であってはいけないと思います。住民が、何を求めているのかっていうことに思いをはせ



 

て、政治家がしっかり先を見通し、今、研鑽し成長しながら、地域の夢を実現していく。  

 こんな政治哲学を一番大切にしてやっていきましたし、これからもこれは変わることが

ないというふうに思います。 

 以上です。 

 

○池田敦城  

  ただいま、市長から病院経営について予算どおりの収支の結果を出せていないことにつ

いては、市民の皆様に申し訳なく思っているとの答弁でしたが、この言葉、この姿勢自体

を最後に持ってくること自体が、間違いであるということ。思っているだけでは、何の実

績にもならないこと。言い訳をすること自体、誤りであり、いずれにしても謝罪の言葉が

最優先でなければいけません。 

 そして、再質問に対して、現実的な議論の深まりを期待して、誠心誠意率直に踏み込ん

でお答えしたつもりという答弁。この深い議論を期待していたのは私で、それをお聞きす

るための質問だったのですが、どの辺の議論が深かったのか。 

 また、つもりで答弁をしていること自体が間違いであり、全ての答弁のどこが誠心誠意

率直で踏み込んでいた答弁なのかが理解できない。それを判断するのは、市長、あなたで

はなく、市民から負託をいただいた我々議員であることを忘れている。やはり、多選は、

あぐらをかいてしまいますね。市民を忘れてしまいますね。 

 そして、御理解いただける答弁となっていなかったということだと思いますので、この

点についてもおわび申し上げるとの答弁ですが、理解できていれば何度も質問はいたしま

せん。なぜか私だけが理解できていないような発言ともとれますが、何ならこの後、他の

議員にも理解できたかお尋ねになればどうでしょうか。 

 それから、新たな病院構想って言いますが、過去に言った構想も実現できず、反省せず、

人事も含めて責任もとらず、どうして新たな構想に入るのか。私には、全く届かない。ど

れだけの時間を使ってきたのか、どれだけの血税を使ってきたのか、その答えとして、有

田市民がぼろぼろになってしまっていることの反省すらみずからの口で答えない。  

 また、職員が不安になる等の理由から現段階での詳細な答弁は差し控えたということで

しょうが、もう既に職員も市民も不安ですよ。違う観点から申し上げると、職員が不安に

なるからという言葉を使い、みずからの失政を隠す、つまり、職員の気持ちすらも考えず、

ただ、職員を利用した保身の答弁であり、その程度の思考であるとしか言えない。いいで

すか、職員のことを本気で考えているというなら、あらゆる不安を解消するために職員と

本気で向き合い、事前に何度も協議を重ね、理解をいただき、そしてその不安をまずは解

消してあげる。それこそが、市長としての責務でしょう。何と情けないことか。  

 そして、再度私の政治姿勢を含め、考えを述べさせていただきお答えしたいということ

でしたので、毎度のように議員と向き合わず、中身のある答弁ではないであろうと期待し

ていましたが、期待どおりで、最後の最後まで中身がないということを今回の総まとめと

いたします。 

 ちなみに、冒頭で佐賀県武雄市長のお話をさせていただきましたが、彼の市長任期は、

2006年４月から2014年12月までの８年８カ月。彼は、その間さまざまな難題と向き合い、



 

着手され、結果を残されてきました。その政治手腕は、全国的にも話題になり、武雄市の

歴史に残る市長であることは、言うまでもありません。そして、望月市長も本年９月で任

期満了となりますが、昨日、先輩議員の質問に対し、答弁をされていましたが、３期 12年、

あなたは一体何を残されたのか。有田市民の命とどう向き合ったのか。何度も言うようで

すが、それを判断、評価するのは、市長、あなたではなく、市民であり我々議員だという

ことを再認識していただきたい。 

 今後の病院運営は、当然のことですが、市政運営全般につきましても、これからの有田

市が少しでもよい方向性をもたらすことのできる行政運営でなくてはなりません。未来の

ために現在を変える。そのことを忘れることなく残りの任期を全うするのですが、有田市

民の代役として懸命なチェックをしている議員もいるということをお忘れなきよう残りの

任期を務めてください。 

 意志のないところに道は開かない。意志のあるところに道は開けるのであります。今回

の答弁も、残念ながらその強い意志すら感じない、何たる姿勢なのか。また、リーダーと

しての政治手腕を語ることもしなかった、それとも政治手腕のなさから語ることができな

かったのか。非常に残念ですが、今回の答弁から察するに、私は後述であると判断させて

いただきます。 

 最後に、今回の質問をどのように受け止められるのかは、おのおの異なることでしょう。

しかし、決して非難しているのではなく、本気で市民のために改善していただきたい。改

善したいという強い意志からくる、そのための質問であるということをどうぞ御理解いた

だきたい。 

 また、今後の経緯とともに改めて私がこの場に立つ必要があるのかないのかは、市長の

政治手腕にかかっているということを、真摯に受け止め、全ての行政運営に対し全力で取

り組んでいただきたい。 

 以上のことを申し添え、質問を終わります。 

 


